
興福寺一乗院跡の調査
一第330次

1 はじめに

今回の発掘調査は、奈良地方・家庭・簡易裁判所の庁

舎建て替えにともなう事前調査である。調査地は奈良市

登大路町にあり、平城京左京三条七坊に相当する。明治

9年 (1876)に奈良地方裁判所に移管される以前は、輿

福寺一乗院の敷地であった。

興福寺一乗院は、天禄元年 (970)頃、興福寺第18代別

当定昭によって創立され、天皇家や摂関家の子弟が代々

入室し、大乗院と並んで隆盛を誇った門跡寺院である。

文献によれば、創立以降、康平3年(1060)、治承4年

(1180)、仁治2年 (1241)、寛永19年 (1642)と度々火災

に遭ったが、その都度再建された。一乗院の中心建物で

ある寝殿は、寛永19年の火災後、慶安3年(1650) に再

建された。この建物を特に「震殿」とよぶ。

定殿は裁判所庁舎として使用された後、 1962年に庁舎

建替にともなって唐招提寺へ移築された。現在は、鑑真

和上像を安置する御影堂となっている。
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寝殿移築後の1963年、旧一乗院遺構発掘調査委員会に

よる発掘調査が行われ、寛永焼失以前の寝殿、庭園にと

もなう遣水状の溝などが検出された(r重要文化財 !日一
釆院笈殿・殿上及び玄関移築工事報告舎j奈良県 1964)。また、

1996年には奈良県立橿原考古学研究所が裁判所増築にと

もなう事前調査として80rriの発掘調査を行い、庭園の築

山と汀線に配された石列、逆S字状の遣水遺構、池を検

出した(['興福寺旧境内(ー釆院跡)発掘調査概報Jr奈良県
遺跡調査概報1996年度j橿原考古学研究所 1997)。さらに、

2000年には今回同様、庁舎建替の事前調査として、現庁

舎の南と西で奈良国立文化財研究所による発掘調査が行

われた(第317・321次調査、 『紀要2001J)。遣水状の溝、

池底状の粘土堆積などを検出したが、調査面積が限られ

たこともあり、寝殿南側における園池の存在は確定する

にいたっていない。

今回の調査地は、現庁舎の北西、寝殿の北に位置する。

幕末のー乗院を描いた絵図や、 1963年の調査成果を踏ま

えた森藤の復元案では、 「震殿」 北側の園池に相当する

場所である。また、 1996年の調査においても園池の一部

が確認されたことから、寝殿北側の庭園の様子を具体的

図111 調査区全最(南西か5)
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図113 謂査区西壁断面図 1 :50 

に明らかにする成果が期待された。調査期間は2001年7

月25日から10月5日。調査面積は、 583rriである。

2 調査区の設定

調査区は、今回の調査に先立つて行われた第328次調

査と 1mの間隔をあけた南に位置する。東西20_5m、南

北35mの長方形に設定し、古井戸や樹木がある北西部の

東西13.5m、南北10mを調査範囲から除いた。また、調

査区の北東寄りと中央付近にも、松の大木や旧裁判所庁

舎の建物基礎があり未発掘の部分が残った。なお、調査

区の南端から幅約 1mの範囲は、重機による掘削の段階

で使用中の排水管があることが判明したため、掘り下げ

を行っていない。

3 地形と基本層序

調査前の現地形は、調査区の西端で標高約92.8m、東

端で約92.5mと、西から東へ傾斜していた。しかし、現

裁判所敷地の北側と西側は崖になっており、周辺の旧地

形は南東側が高く、北西へ傾斜していたと考えられる。

調査区の基本層序は、現地表から、表土、コンクリー

トや瓦喋を含む裁判所建設時の客士、近代の造成土であ

る黄色粘質土、古代末から中世にかけての整地土であり

土師器片を多く含む明茶褐色土、地山である円礁を多く

含む黄褐色土の順に堆積している。

地山の標高を調査区東壁で調べると、南端付近では約

91.7m、北端付近で約90.9mと、南から北へ傾斜してい

る。地山の標高が高い調査区の南部で、寝殿基壇の盛土

と思われる黄褐色土を部分的に検出した。また、地山の

100 奈文研紀要 2002

標高が低い北へ行くほど古代から中世にかけての整地土

は厚くなり、調査区北端付近では厚さ約80佃にまで達す

る。整地土に含まれる土器片の量も北へ行くほど増える

傾向がある。

4 検出遺構

今回の調査では、園池および園池にともなう遺構、建

物、溝、土坑などを確認した。

SG8230 寝殿北側の園池。池には下層池と上層池が

あり、下層池を埋め立てた後に、形や規模を若干変えて

上層池を造営している。それぞれの造営年代は確定でき

ないが、下層池は11世紀後半に、上層池は明治時代初頭

に埋め立てられる。上層池を一気に埋め立てた黄色粘質

土を除去すると、池底の堆積土と考えられる灰色の粘質

土や砂が全面に堆積する。その下層には土器片を多く含

む茶褐色の整地土があり、さらに下層には灰褐色砂質土

が認められる。灰褐色砂質土は、下層池を埋め立てた整

地土である。この整地土下には、下層池の堆積土である

灰色砂質土や槍皮を多く含む暗褐色粘質土が堆積する。

下層池にともなう遺構

SG8230A 下層池。上層池を残しながら部分的に調

査したため、池の全体を掘り下げていないが、東西却m、

南北23mを検出し、さらに調査区の東と西に続く。池は

地山を掘り込んで造営され、南岸に岬と入江をもっ。確

認することのできた池の最深部は、調査区北辺中央で標

高90.38m、池の中心付近はさらに深いと考えられる。

池底を確認した地点では、部分的に磯敷を検出したが、

池全体に施されていたかは不明である。池底に堆積した



灰色砂質土から、少量の土器と瓦のほか多量の槍皮が出

土した。

SX8227 入江南岸の護岸石組。入江の周囲を縁取る

ように径10-20cm程の平石を並べる。調査区東端付近で

は、やや大きめの石組が良好に遺存していた。

SX8228 南岸西部の護岸石組。SK8247によって壊さ

れ、 5-6基の平石が原位置を留めるのみである。

SX8229 下層池の南岸から北東へ延びる岬。北部は

上層池の造営にともなって削平されており、本来の大き

さや高さは不明である。

SX8231 下層池の北側で検出した磯敷。汀から北へ

続く平坦面に拳大の礁を疎らに敷いている。

上層池にともなう遺構

SG8230B 上層池(図114)。土器片を多く含む灰褐色

砂質土で下層池を埋め立てた上に整地を行い、造営され

る。楕円形を呈する西側部分と隅丸長方形の東側部分が

つながり、瓢形を呈する(以下、西部を西池、東部を東池と

呼称する)。東西20m、南北19mを検出したが、さらに調

査区の西、束、北へ広がる。深さは、西池の最深部分が

標高91.25m、東池の最深部分が90.55mである。

図114 上層池8G82308検出状況(北東か!3)

池にともなう遺構として、護岸石組、池中立石、石を

多用した島、池底の磯敷、瓦組暗渠を検出した。西池と

東池では護岸石組の規模、池中立石の数、池底の磯敷の

有無などの様相が異なる点に特徴がある。埋土から近世

末頃の瓦、幕末から近代初頭頃の陶磁器などが出土した。

SX8232 東池南岸で検出した護岸石組(図115)。人頭

大の根石を並べた上に大型の護岸石を配置する。石は最

大で縦70cm、横120cm、高さ50cmをはかる。大型の護岸

石は12基あり、抜取痕跡が2カ所確認できる。石材は片

麻岩9、ベグマタイト 2、花両岩 1(石材の鑑定は当研究

所埋蔵文化財センター肥塚隆保、高妥i羊成による)。寝殿に面

する石組の南面には、標高91.5-91.6mのレベルで焼跡

が認められ、火災の痕跡と考えられる。

SX8233 東池の中央商寄りにある石を多用した島(図

116)。池底が小さな島状に高まった部分に、複数の最石

を配置している。島の中央にある最大の景石は縦70cm、

横140cm、高さ50cmの片麻岩。

SX8234 SX8233の東にある池中立石(図116)。池底

を掘り込んで石を立て、周囲を複数の人頭大の石で固め

る。高さ80cm。石材は片麻岩。

図115 東池護岸石組8X8232検出状況(東か!3)

m -2 平城京と寺院の調査 101 



SX8235 東池の中央東寄りにある池中立石。高さ7C加。

石材は片麻岩。

SX8236 東池の北寄りにある池中立石。高さ60cm。

石材は片麻岩。

SX8237 東池中央付近で検出した柱根。南北2カ所

に並び柱聞は4.5尺。いずれも角柱で根巻き石の一部が

残る。上層池にともなう建物遺構の可能性、池の東西を

結ぶ渡り廊下の遺構の可能性がある。

SX8238 東池の北東隅で検出した瓦組暗渠(図117)。

凹面を上にして溝底に並べた丸瓦7個体分を検出し、さ

らに北東へと続く。傾斜はほぼ水平だが、瓦の組み方か

ら上層池の水を北東へ排水するための施設と考えられる。

SX8239 上層池を東西に分けるように、北から南へ

突出する三角形の岬(図118)。縁辺に護岸石組SX8240を

もち、先端付近には飛石SX8241がある。茶褐色の盛り

土によって造成される。盛り土は厚さ50cmで、上面には

火を受けて硬化した部分が認められる。下層池を検出す

るために北西部分を掘り下げたところ、土師器片が少量

出土した。

SX8240 SX8239の護岸石組。人頭大の根石の上に大

図116 I!SX8233・池中立石SX8234(手前)検出状況(南東かS)
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型の護岸石を配置する。北西部分は撹乱によって破壊さ

れている。未発掘部分の南では原位置を保つ護岸石を 9

基検出した。石の抜取痕跡も 3カ所ある。最大の護岸石

は縦却cm、横80cm、高さ70cmをはかる。石材は片麻岩5、

ベグマタイト 3、i容結凝灰岩1。西池に面した3石では、

91.5m前後のレベルで表面に焼跡が認められ、火災の痕

跡と考えられる。

SX8241 SX8239の南端付近にある飛石(図118)。 上

面が平らな石が3基残存し、北から 1石目と 2石目の聞

にも石があったと思われる空聞がある。幕末の絵図では、

池を東西に分ける岬付近に橋が描かれており、飛石の対

岸にも上面の平らな護岸石が存在することから、この位

置に北岸と南岸を結ぶ橋があり、飛石は橋に続いていた

と考えられる。

SX8242 西池南岸の護岸石組。30-50cmの平石を池

に向かつて傾けて並べており、調査区の西へ続く。1996

年の調査で検出された遣水遺構に相当する。

SX8243 西池全体に広がる池底の磯敷。池の北西部で

は、撹乱により一部が壊されている。直径5-lOcm程度の

礁を敷き詰めており、磯敷が2層に施された部分もある。

図117 瓦組暗渠SX8238検出状況(北かう)



8X8244 西池の中央北寄りにある池中立石 (図119)。

東池の池中立石と比較して小型の景石を使用し、縦おcm、

横40cm、高さ40cmをはかる。際敷の中から景石が突き出

すような景観を呈している。

その他の遺構

888245 SG8230の南西で検出した掘立柱建物。東西

3問、南北2間以上。柱聞は8尺等問。地山上で検出し

た。柱穴から緑粕単彩陶器片が出土した。

808246 SB8245の北側で検出した浅い東西溝。埋土

には凝灰岩の細片を多量に含む。

8K8247 下層池SG8230Aの南西隅付近で検出した楕

円形の土坑。下層池の護岸石組SX8228を壊す。埋土か

らは、 11世紀後半頃の土師器小皿が多量に出土した。

8K8248 調査区南端にある皿状の土坑。寝殿基壇土

の掘下げ後、地山上で検出した。さらに南の調査区外に

続く。銅釘2点、鋼板片10点、銅湯玉5点などが出土した。

8K8249 調査区北端付近で検出した土坑。多量の土

師器や軒丸瓦6012Aa、6308が出土した。

8X8250 調査区東寄りで検出した理費遺構。土坑内

に正立した常滑焼聾に底部を欠く備前焼聾をのせ、その

図118 岬SX8239・飛石SX8241検出状況(北東から)

上に瓦質土器を口縁部を下にしてかぶせた状態で検出し

た。上層池東岸を造営する際に破壊されている。常滑焼

聾の中から径lOcm程度の円礁が4点出土した。

8E8251 調査区中央商寄り、上層池を埋め立てた黄

色粘質土上で検出した近代以降の井戸。 直島直憎)

5 出土遺物

土器、瓦時類、木製品、金属製品、石製品、鋳造・鍛

冶関連造物などが出土した。

土器・ 陶磁器 各遺構、包含層より奈良時代から現代に

至る多量の土器・陶磁器が出土した。ここでは、注目さ

れる資料について概略を報告する (図120・121)。

SB8245柱穴出土土器 (図120-1) 緑勅単彩陶器である。

円形の基台部に、円形の相輪状の形を持つもので、火舎

の蓋のつまみ部分であろう。焼成は軟質で胎土は明褐色

を呈する。外面には明緑色利lを施しているが剥落が激し

い。つまみ上部は欠損しており、相輪の残存は2層のみ

であるが、本来は3層のものと考えられる。時期は8世

紀末に比定でき、 1963年の調査で寝殿下で検出した土坑、

および第321次調査出土資料と一連の性格を持つ。

図119 西池池中立石SX8244検出掛兄(北西かう)
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SG8230A • SK8247出土土師器(図120-2-7、8-17) 下層

池SG8230Aおよび土坑SK8247より多量の土師器が出土

した。いずれも明褐色を呈し、法量から大小2種に分類

できる。口径14-17cmの大型のものは、口縁部が外反し、

外面に2段の回転ナデ痕跡をもっ (2-4、8-10)。口径10

-l1cmの小型のものは口縁が外反し2段の回転ナデ痕跡

をもつもの (5・6、11-13)と、扇平で口縁部が屈曲して

水平に伸び、端部をやや上方につまみあげた形状のもの

(7、14-17)が見られる。下層池SG8230Aの堆積土を土

坑SK8247が掘り込んでおり、資料からも口径や器高の

縮小など、後者がやや新しいと考えることは可能である

が、明確な時期差を指摘することは難しい。時期は11世

紀後半に比定できる。

SK8249・明茶褐色土層出土土師器(図120-18-21、22-29)

調査区北辺で多量の土師器が出土した。ほとんどが桂褐

色を呈するもので、暗茶色、灰白色のものが若干存在す

る。法量から大小2種に分類できる。口径14-16cmの大

型品は、口縁部が内湾するものが中心的であり、外面に

l段の強い回転ナデを施した個体もみられる (25)。口

径12-lOcmの小型のものも同様の傾向にある。時期は11

世紀末から12世紀前半に比定できる。

SX8250出土瓦質土器・陶器(図121) SX8250は瓦質土

器鉢、常滑焼輩、備前焼蓋が組み合って出土した埋設遺

構である。瓦質土器(1)は無紋の深鉢で、口縁端部を内

側に肥厚させたものである。倒立した状態で出土し、下

半部は欠損しているが、底部に用いられたハナレ砂の付

着する破片もあり、後世の削平により破壊されたものと

考える。常滑焼蓋(2)は口縁部の縁帯はそれほど発達し

ておらず、肩が強く張り出す形状のものである。上半部

は降灰しており灰白色、下半部は赤灰色を呈する。備前

焼聾(3)は玉縁状の口縁をもち、肩の張りが弱い長胴の

形状で、赤褐色を呈する。時期は常滑焼と備前焼が14世

紀前半に比定できるが、瓦質土器は16世紀後半以降の可

能性が高い(近江俊秀「広域に流通した中世大和の土器Jr中
近世土器の基礎研究xn.l日本中世土器研究会 1997)。前二者

が伝世したのか、後者の出現年代が遡るか、あるいは当

初は常清焼蓋と備前焼蓋を組み合わせて使用していた遺

構に、後代に瓦質土器で葦をした、といった様々な可能

性が存在する。遺構の性格の評価とあわせ、検討を行う

必要がある。 憧因明大)
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図121 埋聾遺構SXB250出土瓦質土器・陶器 1・8

E層類 本調査では、合計8911点の瓦と14点の樽が出土

した。出土瓦の内訳は軒丸瓦223点(うち棟飾90点)、軒平

瓦80点、丸瓦1874点 (306.9kg)、平瓦6694点Cl035.8kg)、

鬼瓦5点、獅子口2点、留蓋 1点、度斗瓦11点、面戸瓦

6点、その他15点である。軒瓦からみた所属年代は奈良

時代から近世末にまでいたり、その内訳は古代41点(奈

良時代25点、平安時代14点、不明2点)、中世55点、近世214

点、時期不明3点である。以下、出土量の比較的多かっ

た奈良時代の瓦と、近世特にその大半を占める近世後半

以降の瓦を中心に報告する。

奈良時代の瓦としては、興福寺創建瓦とされる6301A

と6671Aをはじめ、 ω12Aa(平城宮軒瓦編年E期:以下同じ)、

6235 (皿期)、 6308(I期)、 6663A(II期)、 6682B(II期)、

6711B (m期)、 6739A(N期)、 6763C(N期)などの型式

が出土している。第317次・ 321次調査でも比較的多数の

同時代の軒瓦が出土しており、奈良時代初頭から調査区

付近に何らかの建物が存在した可能性が指摘できる。ま

たこれ以外に、外区に線鋸歯文をめぐらす単弁8弁蓮華

文軒丸瓦が2点出土している。阿倍の資料は法隆寺およ

び中宮寺にあり、白鳳時代後期に位置づけられている(法

隆寺22B型式。 r法隆寺の至宝建』第15巻 瓦 1992)。その一方
で、瓦当の厚さなどから平安時代に位置づける意見もあ

り、今後資料の増加を待って検討の必要な資料である。

次に近世後半以降の瓦について述べる。近世以降の軒

瓦は調査区の全域から出土するが、分布に偏在性がある

こと、瓦の種類が特定のものに偏ること、というこつの

傾向が認められる。

まず第一の点について、 3mx3mのグリッドごとに

軒瓦の出土数をみると、その分布には粗密があり、上層

池の岬SX8239の先端東側にあたる 2グリッドではそれ

ぞれ15%前後と突出して出土量が多い。一方それ以外の

場所は多くても 1グリッドあたり6-7%前後である。調

査区南端の出土量はきわめて少ない。

第二の点は、近世後半以降と判断された軒瓦の大部分

が、大棟の側面を飾る小型菊丸の棟飾であるということ

である(図122)。特に前述の 2地区では軒瓦全体の 8割

以上を棟飾が占める。ちなみに唐招提寺へ移築前の一乗

院寝殿を撮影した写真を見ると、屋根は総瓦葺きであり、

その瓦構成は棟飾のみが著しく多いものではない。

これらのことから、①岬SX8239の先端東側付近に総

瓦葺以外の屋根(例えば槍皮葺)を持つ建築物が存在した、

あるいは②この付近に棟飾のみが選択的に廃棄された、

などの可能性が指摘できる。

(i漫辺丈彦)
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図122 第330次調査出土小型菊丸棟飾 1 : 3 

木製晶 下層池SG8230Aの掘り下げ部分から、大量の槍

度が出土している。いずれも屋根材の余った部分を切り

捨てたような小片である。また、調査区南端の土坑

SK8248から木炭が出土している。この他、 SE8251から

金具付きの井戸枠が出土しているが、近代以降のもので

あり、園池に直接関わるものではない。

金属製晶 遺構や包含層から、鉄製品や銅製品が出土し

ている。鉄製品は鉄釘が28点、鉄鑓が9点。銅製品は銅

キセルが2点、銅釘が3点のほか、銅製花形飾金具の小

片などが出土している。金属製品の大半は上層池の埋立

士から出土しているが、鉄釘4点、鉄鎚3点、銅釘2点

はSK8248からの出土である。また、 SE8251から真鎗製

のコンパスが1点出土している。

石製晶硯が5点、砥石が2点、石鍋の破片が2点出土

している。硯は最大のもので縦14cm、横8cm、最小のも

ので縦9cm、横4cmと、大きさは多様である。いずれも

近世以降の遺構や包含層から出土している。砥石のうち

1点は縦6cm、横2.5cm、厚さ 1cm。使用による磨滅が
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著しい。上層池造営以前の包含層から出土している。石

鍋は2点とも小片で、 1点は上層池の堆積土から、もう

1点は上層池の埋立土から出土している。

鋳造・鍛冶関連遺物遺構や包含層から、銅湯玉が10点

出土している。そのうち 5点がSK8248からまとまって

出土している点は注目される。 SK8248からは、銅湯玉

の他にも銅釘2点、銅小片10点、筒状の不明銅製品1点、

鉄釘4点、鑑3点などの金属製品や木炭が出土している

ことから、金属器生産にともなう廃棄土坑の可能性が高

い。今回の調査区の南東にあたる第321次調査においても、

土坑SK7860・SK7861で銅浮や炭化物が出土しており、

付近で金属製品の生産が行われた可能性はさらに高くな

ったといえよう。

6 まとめ

今回の謂査では、寝殿北側の園池の構造や年代につい

て、詳細な情報を得られたことに最大の成果がある。最

後に、池の構造や年代について成果をまとめ、園池の評

価を試みたい。

池の構造下層池と上層池は、検出した範囲内では位置

や面積に大きな変化はなく、上層池は下層池の範囲を踏

襲して造営されたと考えられる。しかし、汀から池底の

最深部までの高低差を比較すると、下層池と上層池の景

観は大きく異なっていた可能性がある。

まず、下層池については、北端の汀の標高が90.6m、

南東の汀の標高が91.3mあり、池は北に向かつて傾斜し

ている。岬SX8229の東側、南の入江部分の標高は最深

部でも91.0mであり、北岸よりも高いことから、池の南

東部が常に水を湛えた状態であったとは考え難い。下層

池は、本来の地形の傾斜を利用し、池の北側を中心に水

を湛える構造であったと推定できょう。

一方、上層池については、池に面した護岸石の火災痕

跡が標高91.5m前後で一致し、それが火災当時の水面の

高さと考えられる。池底は桟い部分で、標高91.4m前後、

深い部分では90.6m前後をはかり、池底の堆積土は池全

体にわたって確認された。したがって、lOcmから90cmの

水深で、池全体に水を湛える構造であったと推定するこ

とができる。

西池の醸敷の標高は91.2-91.4mであり、火災痕跡か

ら推定した水面の位置に近い。水深の浅い西池では、池



底の醸敷が水中に見える景観であっただろう。西池の南

岸では大型の護岸石組を使用しないことによって、西池

と東池の景観に変化を持たせた可能性も考えられる。

池の年代 それぞれの池の造営年代は確定できないが、

下層池は11世紀後半、上層池は明治初頭に埋め立てられ

ていることが判明した。下層池が埋め立てられた年代は、

11世紀後半の土器を含む土坑SK8247が南西の護岸石組

SX8228を壊していること、池の西側の断ち割りで、下

層池を埋め立てた灰褐色砂質土からほぼ同じ時期の土師

器、白磁片が出土していることが根拠である。ただし、

この時に池全体が埋め立てられたのではない可能性は残

る。その根拠は、池南東の入江では埋土の様相が西側断

ち割り部分と若干異なること、池底に近い灰色砂質土か

ら、鎌倉期から南北朝期にかけての丸瓦片が少量出土し

ていることである。

上層池の造営年代は、近世初頭まで遡ることは確実だ

が、さらに中世まで遡る可能性がある。まず、護岸石組

の表面に残る焼跡は、一乗院の最後の火災、すなわち寛

永19年(1642)の火災によって残されたものと考えられ、

この時期には上層池が完成していたと考えられる。さら

に、池の北東部で検出した暗渠SX8238の瓦のうち、年

代の確定できる個体は室町時代の丸瓦である。また、岬

SX8239西側の断ち割り部分でも、盛土中に近世以降の

土器や瓦は含まれていない。

なお、上層池東岸を作る際に破壊された埋聾遺構

SX8250は、造営年代の上限を知る手がかりになると考

えられるが、常滑焼と備前焼が14世紀前半に比定される

一方、瓦質土器は16世紀後半の可能性が高いと、両者の

年代差は大きく検討の余地を残す。

庭園敷地の拡大今回の調査では、調査区の北側におい

て土師器片を多く含む整地土を確認した。この整地土の

厚さは、調査区北端で80cmに達する。本調査区に隣接す

る第328次調査区では、厚さO.5-1.4mの土器堆積層を確

認している(本書110貰)。両者は一連のものと考えられ、

地山の標高が低い北へ行くほど整地土は厚さを増し、土

師器が含まれる量も増大する。

整地土層に含まれる土師器の年代は11世紀末から12世

紀前半のものであり、この時期に北側の傾斜地に盛り土

をすることで造成し、庭園敷地の範囲を拡大した可能性

がある。

園池の評価 一乗院庭園の評価について、重要な問題と

なるのは文献史料との関連である。 r一乗院文書Jによ
れば、永延2年 (988)に内裏の殿舎を移築してー乗院を

造営し、この時初めて水谷川の流水を境内に引き入れた

と伝えられる。下層池の造営年代は定かで、はないが、下

層池が初期の寝殿にともなう園池として造営された可能

性は残されている。

また、寛治7年(1093)に白河院の一乗院行幸があり、

大江匡房に池の名を付けさせたという記述がある。今回

の調査成果によれば、下層池が埋め立てられた年代は11

世紀後半頃であり、寛治 7年の記述との先後関係は微妙

なものとなる。ただし、先に指摘したように下層池全体

が11世紀後半に埋没していたと断定できないとすれば、

大江匡房が名付けた「金輪の池J(r金剛池」との説もあり)

が下層池に相当する可能性は、依然として残されている

と考えられよう。

さらに、 「一乗院坊官二条宥乗筆日記Jの寛永19年12

月9日の条には、寛永19年の火災の際に、かつて「善」

という庭師が造営したと伝えられる寝殿北面の庭が焼け

たとの記事があることから、足利義政が重用した同朋衆

の一人、善阿弥が一乗院庭園の造営に関与した可能性が

指摘されている(森重量「庭園遺跡Jr重要文化財 旧一乗院
康殿・殿上及び玄関移築工事報告書J奈良県 1964)。

上層池については、造営年代が室町時代に遡る可能性

があることを指摘した。また、西池と東池で護岸石組の

大きさや喋敷きの有無に変化をもたせ、東池では池中立

石を多用する。また、景石にはベグマタイトや片麻岩な

ど、色彩の変化に富む石を組み合わせるなどの工夫が認

められる。このような造園技法の特徴は、 「泉石の妙手

天下第一」と賞賛された善阿弥の関与を想像させる。

今回の調査では、上層池の遺構を保護するために下層

池を調査する断割調査は最小限に留めたが、それぞれの

池の造営年代を確定するためにも、今回の調査区の東側、

特に池の導水部分の調査が待たれる。一乗院寝殿北側の

園池は、護岸石組や池中立石が立ったままの状態で検出

され、園池の遺存状態は極めて良好であった。歴史的な

価値もさることながら、造園技法に関する詳細な知見が

得られたという点でも、大きな成果を挙げることができ

たといえよう。

(豊島直博)
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